









【緒言】   
























が存在する成人の頭蓋骨 29 個体を選択した．推定年齢構成は 30 歳以下 15 名，30 歳
から 39 歳が 14 名であった．現代人女性の選択基準は欠損歯がなく，A.L.D. -5.0 mm
以下で明らかな頭蓋顔面奇形がなく，矯正治療の既往がない者 40 名を選択した．年
齢構成は 19 歳から 36 歳の平均年齢 24 歳 11 か月であった． 
2) 頭部 X 線規格写真分析 
 両群において，X 線撮影装置にて側面および正面頭部 X 線規格写真が撮影された． 
撮影条件は安定した再現可能な中心咬合位で，外耳孔にイヤーロッドを挿入し，フラ
ンクフルト平面と床面を平行とした． 
 この撮影された頭部 X 線規格写真を用いて，側面頭部 X 線規格写真では 16 個，正























  2 群間の年齢的分布についてほぼ同一と判定された. また検者内再現性について
は十分に小さかった． 
 側面セファロ分析では，江戸時代人女性は現代人女性と比較して角度計測において，
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